家庭礼拝　2010年６月23日　使徒言行録第11章　アンティオキアの宣教
　賛美歌343　聖霊よ降りて　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌342　神の霊よ今くだり
起

なんにしても、大事なことは何度も繰り返して話したり説明したりして、何とか理解してもらおうとします。今日の聖書の箇所はまさにそうです。この11章で、ペトロがエルサレム教会で話をしたことは10章で起こった、コルネリウスとペトロの幻の話と、異邦人達に聖霊が降った話です。すでにこのことは10章に詳しく書かれています。ですが11章でも、同じことが、これだけの長い、文章で繰り返されることは、このことがいかに大切な出来事であり、異邦人もまた、そのままで救われていることを、ユダヤ人達にも理解してもらいたいと言う現われだと思います。このことは、ペトロたちがエルサレムに帰ってきたときに起こります。1節です。
使 11:1　さて、使徒たちとユダヤにいる兄弟たちは、異邦人も神の言葉を受け入れたことを耳にした。
使 11:2　ペトロがエルサレムに上って来たとき、割礼を受けている者たちは彼を非難して、
使 11:3　「あなたは割礼を受けていない者たちのところへ行き、一緒に食事をした」と言った。
10章では、ペトロがヤッファの皮なめし職人のところで客になっていました。これがユダヤ人にとっては普通ではないことを前回も説明しましたが、異邦人の家に入ること、異邦人と食事をすること、などが律法で厳しく禁じられていた時代でしたので、エルサレムの割礼を受けている弟子達は、ペトロの宣教の働きにもかかわらず、ペトロを非難したのです。「あなたは割礼を受けていないものたちのところへ行き、一緒に食事をした。」といって非難しました。割礼を受けると言うのはユダヤ人の仲間になると言うことです。この時にあっても、イエス様の教えであっても、神様のことはユダヤ人にしか教えられないと言う考え方が強かったのです。異邦人が教えを受けるための、オーソドックスな方法は、異邦人はまず割礼を受け、ユダヤ人となり、洗礼を受け、生まれ変わり、聖霊を受け、救いに預かると言うのが順番でした。異邦人のままでは救いに預かれなかったのです。このコルネリウスの物語が、繰り返し語られる重要性は、異邦人が異邦人のままで、割礼を受けなくても、そのままで聖霊を受け、救われたと言うことなのです。このことを、是非ユダヤの信徒は理解して欲しいと言うことを11章は伝えようとしているのです。キリスト教の大きな転換点です。ユダヤ教が乗り越えられなかった壁を今、乗り越えようとしているのです。
承

エルサレムの信徒から、このような非難を受けて、ペトロは事の次第を順序正しく説明をしました。
それは、ヤッファの町にいて祈っていたとき、幻を見たこと。それは、天から大きな布のような入れ物が降りてきて、その中には地上の獣、野獣、這うもの、空の鳥などが入っていたことを話しました。
そして、「ペトロよ、身を起こし、屠って食べなさい」と言う声を聞きました。ペトロは、『主よ、とんでもないことです。清くない物、汚れた物は口にしたことがありません。』と答えると、『神が清めた物を、清くないなどと、あなたは言ってはならない』と言われました。そのような問答が3回繰り返されて、天に上げられたこと。そしてその後で、カイザリアから、使いの人がやってきて、天子が、ペトロをカイザリアに招きなさいと言われたことを説明しました。そして招きに応じて、そのコルネリウスの家に行って、話をしていると、聖霊が最初わたしたちの上に降ったように、彼らの上にも降ったのです。と、話したのです。
このように順序正しく、エルサレムの信徒達にも説明して、ペトロは最後にこのように言ったのです。１７節です。
使 11:17　こうして、主イエス・キリストを信じるようになったわたしたちに、与えてくださったのと同じ賜物を、神が彼らにもお与えになったのなら、わたしのような者が、神がそうなさるのをどうして妨げることができたでしょうか。」
使 11:18　この言葉を聞いて人々は静まり、「それでは、神は異邦人をも悔い改めさせ、命を与えてくださったのだ」と言って、神を賛美した。
　この一番の驚きは、異邦人が、異邦人のままで聖霊を与えられたと言うことでした。聖霊が与えられることこそ、神様が受け入れ働いてくださったことの証拠なのです。神様が直接認められたことになるわけです。私達にあっても、神様が私達と供にいてくださること、受け入れてくださっていることの証拠は、聖霊と供にあることなのです。そのことに対して、人間がどんな異論を唱えようとも、覆すことの出来ない事実として示すことが出来るのです。ですから、私達が、聖霊によって、賛美し、聖霊によって告白し、聖霊によって祈る生活が、何にもまして、たとえ誰が受け入れてくれなくても、神様が受け入れてくださった証拠として、喜び、感謝すべきものです。このようにして、異邦人は割礼を受けなくとも、異邦人のままで、キリストの信仰に入ることが公に認められたのです。異邦人とユダヤ人の壁がついに取り除かれたのです。
転

ペトロの宣教の話はここで、一度終わり、次はアンティオキヤにおけるバルナバの話に移ります。この時代の世界で、三つの大都会と言えば、今で言う、イタリアのローマ、エジプトのアレクサンドリア、シリアのアンティオキアなのです。エルサレムでもアテネでもコリントでもありません。アンティオキアはそれほどの大都会でした。この町の発展は、シルクロードの出発点としてよく知られています。そしてまた、今日の聖書に出てくる、クリスチャンと言う名称が初めて生まれた町として知られることになるのです。
　19節にはこう書いてあります。
使 11:19　ステファノの事件をきっかけにして起こった迫害のために散らされた人々は、フェニキア、キプロス、アンティオキアまで行ったが、ユダヤ人以外のだれにも御言葉を語らなかった。
迫害で、いろいろなところに散らされていった人々は、そこで、イエス様の御言葉を伝えて歩きましたが、ユダヤ人以外の誰にも御言葉を語らなかったと書かれています。それは、エルサレムで、ペトロが異邦人の家で食事をしたことが問題になったように、異邦人と話をすることも問題となる時代でしたから、ユダヤ人達は誰も積極的に異邦人に御言葉を伝えようとは思わなかったのです。ところが、驚くべきことが起こったのです。聖書では、名前も記されていない、それこそ名もなき人々がキプロス島やキレネからアンティオキヤに来ました。そしてこの人々が、ギリシャ語を話す人々にも語りかけて主の福音を告げ知らせたと言うのです。そして、主がこの人々を助けられたので、信じて主に立ち返る人が多く現れたと言うのです。20節を確認してみましょう。
使 11:20　しかし、彼らの中にキプロス島やキレネから来た者がいて、アンティオキアへ行き、ギリシア語を話す人々にも語りかけ、主イエスについて福音を告げ知らせた。
使 11:21　主がこの人々を助けられたので、信じて主に立ち帰った者の数は多かった。
この大都会、アンティオキアで異邦人に対する宣教を始めたのは、使徒でも、名のある弟子達でもなく、名前すら記されていない、一般の信徒なのです。あらためて、伝道や宣教が人の力によるものではなく、聖霊がその道筋を整え、そこに用いられたものが、その働きをなしていると言うことを知るものです。
この事態を受けて、エルサレム教会でも対応を考えざるを得ませんでした。22節です。
使 11:22　このうわさがエルサレムにある教会にも聞こえてきたので、教会はバルナバをアンティオキアへ行くように派遣した。
エルサレム教会はバルナバをアンティオキアに派遣することにしました。このバルナバは慰めの子と言われたバルナバで、みんながパウロを恐れていたときに、パウロを受け入れ信じて、エルサレムの使徒達のもとに連れて行った人です。バルナバは人々が恐れにとらわれているときでも、信じ受け入れていくことの出来る人でありました。ですから、いろいろなところで、新しい事態に道を開いていく役割を与えられています。バルナバは、派遣されてアンティオキアにやってきました。23節です。
使 11:23　バルナバはそこに到着すると、神の恵みが与えられた有様を見て喜び、そして、固い決意をもって主から離れることのないようにと、皆に勧めた。
使 11:24　バルナバは立派な人物で、聖霊と信仰とに満ちていたからである。こうして、多くの人が主へと導かれた。
このアンティオキアに派遣される人物で、バルナバほど適任の人はなかったでしょう。異邦人に対する先入観を持たず、広い心で受け入れ、神の恵が与えられた有様を見て喜んだと書かれています。そして、固い決意を持って主から離れないようにと、皆に勧めたと書かれています。小さなことにはこだわらず、ただ聖霊によって、信仰によって歩むことが出来た人でした。ですから、このバルナバによって多くの人々が励まされて、主へと導かれていったのです。
　このとき、バルナバは誰も予想もしないことをしました。それは、バルナバがこのアンティオキアの信徒を定着させるのに、パウロの力を用いようとしたことです。パウロに対して、このバルナバが決定的な働きをしていることに驚かされます。パウロは、しばらく聖書に出てきませんでしたが、エルサレムで、使徒達に会い、エルサレムで宣教をした後は、故郷のタルソスに引きこもって数年が経っていたのです。バルナバは、このパウロをタルソスに埋もれさせずに、大都会アンティオキアで、その力を振るってもらいたいと考えたわけです。このバルナバのことを考えると、まるで大会社の人事部長のように、一人ひとりの能力や役割を知って、うまく使いこなしているなと言う印象があります。それが出来るのも、人を信じる力、聖霊の導きがあるからだと思います。25節にはこう書いてあります。
使 11:25　それから、バルナバはサウロを捜しにタルソスへ行き、
使 11:26　見つけ出してアンティオキアに連れ帰った。二人は、丸一年の間そこの教会に一緒にいて多くの人を教えた。このアンティオキアで、弟子たちが初めてキリスト者と呼ばれるようになったのである。
バルナバが、異邦人に教えるにはパウロが一番適任だと考えました。そして、バルナバとパウロはこのアンティオキアで多くの人々を教えました。そしてこの集団は大きくなって、クリスチャンと呼ばれるようになりました。それはキリストに属する人々と言う意味です。この何々イアンと呼びかたはカイザリアンのようにカイザリア派に属するような呼び方やボヘミヤン、ベネチアンなどのその地名に属する人々に付けられたあだ名です。ですが、このクリスチャンと言う呼び名が表しているのは、この人々は決して、アンティオキアの教会に属する人々として認められたのではなく、キリストの教会に属する人々として外からも認められたと言うことが大きいことではないでしょうか。クリスチャンと言う呼び方は、教会の一致をあらわす呼び方なのです。私達がクリスチャンと呼ばれるとき、世界中の信徒が、教会が一つなのです。
このころの教会の状況を表す、もう一つの出来事が起こりました。27節からです。
使 11:27　そのころ、預言する人々がエルサレムからアンティオキアに下って来た。
使 11:28　その中の一人のアガボという者が立って、大飢饉が世界中に起こると“霊”によって予告したが、果たしてそれはクラウディウス帝の時に起こった。
使 11:29　そこで、弟子たちはそれぞれの力に応じて、ユダヤに住む兄弟たちに援助の品を送ることに決めた。
使 11:30　そして、それを実行し、バルナバとサウロに託して長老たちに届けた。
弟子達の中にはいろいろな賜物を預かっている人々がいましたが、その中の予言する人々がエルサレムからアンティオキアに降ってきました。迫害を避けて、新たなクリスチャンの拠点を求めてやってきたのだと思います。その中にアボガという人が大飢饉が世界中に起こると霊によって予言しました。そしてそれが、実際にクラウディウス帝のときの起こったと書かれています。このときの大事なことは、初代教会の人々が教会の一致を実現していたと言うことです。教会はどこにあっても一つだったのです。アンティオキアの弟子達は、それぞれの力に応じて、困っていた、ユダヤに住む兄弟達に援助の品を送ることに決めた、と書かれています。どこの町と言うことではなく、ユダヤ全土の教会だと思います。人々はそれをバルナバとサウロに託して、エルサレムの長老達に届けたとかかれています。今では、教会とは言っても違う教会、遠くの教会と言う感じがして、一つの教会と言う思いは少なくなっています。初代教会では、困っている教会があれば、自分たちのことのように助け合い励ましあって、一つの教会を実現していたのだと思います。このことがまさにクリスチャンの世界だったのです。私達はこのことを忘れているのかもしれません。自分たちだけの教会、自分たちだけの信仰とならないように気をつけたいと思うものです。
結

ユダヤ教徒にとっては、異邦人は大きな壁でした。そこにこの神聖なものを伝えることは出来ませんでした。ユダヤ教徒の背景を持つ、キリスト教徒にとってもそれは同じだったのです。ですが、そこに聖霊の導きがありました。弟子達が率先して、異邦人に伝道しようと思ったわけではありません。聖霊が導いて、弟子達にそうさせたのです。それは弟子達にとっても驚きでしたが、そこに神様の御心を覚え、神様の御業を見ることとなりました。これは神様がなさっていることだと受け入れることができたのです。
　初代教会の人々は、迫害と困難の中にありましたが、私達は神様に導かれているとの、燃えるような思いがあったのだと思います。救いへと導かれているとの確信があったのだと思います。ですから、アンティオキアで、名もない人々が、異邦人伝道を始め、世界宗教となる大きな働きをすることができました。そして、信徒達はイエスキリストにあって、皆救われると言う思いが教会の一致を強め、その良き働きを強めていったのだと思います。

カイザリアで、異邦人に聖霊が降ったことにより、もう人間的な証拠も議論も必要なくなったように、キリスト教徒にとって、聖霊こそがパスポートです。私達はこのパスポートを持って、どこの国の教会にも、どんな種類の教会にも行くことができるのです。そして何よりも、天の教会に入るパスポートとなるわけです。私達もまた、この聖霊によって生きる生き方を今一度振り返り、聖霊によって生きて生きたいと思います。聖霊は、私達が、祈るとき、賛美するとき、心静かに瞑想しているとき、私達と供にいてくださいます。
(一分間黙祷しみんなで祈る)
(祈り)

天の父なる神様、今週もまた、供に祈り、賛美するときが与えられ感謝いたします。あなたの聖霊が、人の思いによってではなく、ただあなたの計画によって、あなたの恵によって、異邦人に与えられ、大きな力となっていったことを覚えて、主の御名を賛美いたします。それはユダヤ人達の思い、弟子達の思いを超えて、進んでいきました。弟子達はあなたの聖霊が下されたことをただ驚きと賛美を持って讃えるだけでした。あらためて、聖霊が与えられることの大切さを思うものであります。主よ、どうか私達をも、あなたの聖霊で満たしてくださいますように。自分に執着する思いを捨てて、全てのこだわりを捨てて、ただあなたの御霊に満たされることを願うことが出来ますように。それは私達の救いのためだけではなく、多くの人々の救いのためにも、そのことが与えられますように。聖霊の働きの内に、私達の魂を委ねていくことができますように。ただあなたの御心がなりますように。

　イエスキリストの教えが、正しく人々の上に与えられますように。感謝と賛美を、多くの人々が喜びを持って捧げることができますように。この祈りを主、イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン
◆ペトロ、エルサレムの教会に報告する
使 11:1　さて、使徒たちとユダヤにいる兄弟たちは、異邦人も神の言葉を受け入れたことを耳にした。
使 11:2　ペトロがエルサレムに上って来たとき、割礼を受けている者たちは彼を非難して、
使 11:3　「あなたは割礼を受けていない者たちのところへ行き、一緒に食事をした」と言った。
使 11:4　そこで、ペトロは事の次第を順序正しく説明し始めた。
使 11:5　「わたしがヤッファの町にいて祈っていると、我を忘れたようになって幻を見ました。大きな布のような入れ物が、四隅でつるされて、天からわたしのところまで下りて来たのです。
使 11:6　その中をよく見ると、地上の獣、野獣、這うもの、空の鳥などが入っていました。
使 11:7　そして、『ペトロよ、身を起こし、屠って食べなさい』と言う声を聞きましたが、
使 11:8　わたしは言いました。『主よ、とんでもないことです。清くない物、汚れた物は口にしたことがありません。』
使 11:9　すると、『神が清めた物を、清くないなどと、あなたは言ってはならない』と、再び天から声が返って来ました。
使 11:10　こういうことが三度あって、また全部の物が天に引き上げられてしまいました。
使 11:11　そのとき、カイサリアからわたしのところに差し向けられた／三人の人が、わたしたちのいた家に到着しました。
使 11:12　すると、“霊”がわたしに、『ためらわないで一緒に行きなさい』と言われました。ここにいる六人の兄弟も一緒に来て、わたしたちはその人の家に入ったのです。
使 11:13　彼は、自分の家に天使が立っているのを見たこと、また、その天使が、こう告げたことを話してくれました。『ヤッファに人を送って、ペトロと呼ばれるシモンを招きなさい。
使 11:14　あなたと家族の者すべてを救う言葉をあなたに話してくれる。』
使 11:15　わたしが話しだすと、聖霊が最初わたしたちの上に降ったように、彼らの上にも降ったのです。
使 11:16　そのとき、わたしは、『ヨハネは水で洗礼を授けたが、あなたがたは聖霊によって洗礼を受ける』と言っておられた主の言葉を思い出しました。
使 11:17　こうして、主イエス・キリストを信じるようになったわたしたちに与えてくださったのと同じ賜物を、神が彼らにもお与えになったのなら、わたしのような者が、神がそうなさるのをどうして妨げることができたでしょうか。」
使 11:18　この言葉を聞いて人々は静まり、「それでは、神は異邦人をも悔い改めさせ、命を与えてくださったのだ」と言って、神を賛美した。
◆アンティオキアの教会
使 11:19　ステファノの事件をきっかけにして起こった迫害のために散らされた人々は、フェニキア、キプロス、アンティオキアまで行ったが、ユダヤ人以外のだれにも御言葉を語らなかった。
使 11:20　しかし、彼らの中にキプロス島やキレネから来た者がいて、アンティオキアへ行き、ギリシア語を話す人々にも語りかけ、主イエスについて福音を告げ知らせた。
使 11:21　主がこの人々を助けられたので、信じて主に立ち帰った者の数は多かった。
使 11:22　このうわさがエルサレムにある教会にも聞こえてきたので、教会はバルナバをアンティオキアへ行くように派遣した。
使 11:23　バルナバはそこに到着すると、神の恵みが与えられた有様を見て喜び、そして、固い決意をもって主から離れることのないようにと、皆に勧めた。
使 11:24　バルナバは立派な人物で、聖霊と信仰とに満ちていたからである。こうして、多くの人が主へと導かれた。
使 11:25　それから、バルナバはサウロを捜しにタルソスへ行き、
使 11:26　見つけ出してアンティオキアに連れ帰った。二人は、丸一年の間そこの教会に一緒にいて多くの人を教えた。このアンティオキアで、弟子たちが初めてキリスト者と呼ばれるようになったのである。
使 11:27　そのころ、預言する人々がエルサレムからアンティオキアに下って来た。
使 11:28　その中の一人のアガボという者が立って、大飢饉が世界中に起こると“霊”によって予告したが、果たしてそれはクラウディウス帝の時に起こった。
使 11:29　そこで、弟子たちはそれぞれの力に応じて、ユダヤに住む兄弟たちに援助の品を送ることに決めた。
使 11:30　そして、それを実行し、バルナバとサウロに託して長老たちに届けた。
